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はじめに
　黒曜石は先史時代から石器石材として好まれた岩石の一つで、珪質頁岩が石器石材の主体であった

本州東北部においても、地域内の小～中規模産地や遠く離れた大規模産地から搬入されて一定数利用

された。特に白滝など北海道の産地から本州へ黒曜石を搬入するためには、津軽海峡を超えなければ

ならない。津軽海峡は最終氷期においても陸化することはなかったとされ、津軽海峡を越えた黒曜石

の搬入状況は人類の移動・渡海能力を検討する上でも大きな手掛かりとなる。そこで、本稿では本州

東北部（東北地方及び新潟県）に所在する後期旧石器時代～縄文時代早期の遺跡を対象とし、黒曜石

製石器の原産地分析結果を集成する1)。加えて、北海道の旧石器―縄文時代移行期資料や、道南の縄

文時代早期資料の分析結果も集成し、本州から北海道への北上についても検討する。

後期旧石器時代
　前半期（表１）では男鹿・深浦産黒曜石の利用が目立つが、基本的には県内・隣県で産出する黒曜

石の利用が主となる。ただし、山形県清水西遺跡では、台形様石器が置戸産とされている（佐々木

2015a）。類例がなく判断が難しいが、前半期段階で既に北海道からの搬入があった可能性を示唆する。

細石刃石器群を除く後半期については表２にまとめた。東山石器群では深浦産の重用が認められる

が、新潟県新発田市以南では隣県の信州系黒曜石に切り替わっている点が興味深い。杉久保石器群及

び尖頭器石器群では、基本的には県内・隣県で産出する黒曜石の利用が主となり、全体的に見ると特

定産地との結びつきは弱いが、新潟県魚沼地域では信州系が目立つ。

分析事例が多い細石刃石器群については、後半期と分けて表３にまとめた。稜柱系細石刃石器群は

分析事例が少ないものの、特定の産地との結びつきは認められない。ただし、本集成範囲外の関東甲

信においては和田峠・神津島産の重用が指摘されている（堤 2011、夏木 2013）。荒川台技法に関し

ては北海道から影響を受けて成立したとする論（佐藤 2011）もあるが、北海道産は認められなかった。

札滑型細石刃石器群でも特定産地との関連は認められないが、山形県角二山遺跡（Kanomata et.al 

2022 など）における白滝産黒曜石は湧別技法の南下を物語るものといえる。同遺跡で出土した広郷

型類似の細石刃核も白滝産と判別されており、置戸産とされる山形県滝 1 遺跡（渋谷ほか 2016）を含め、

広郷型の南下について今後議論を深める必要がある。白滝型細石刃石器群では山形県湯の花遺跡（建

石ほか 2014、青木・佐々木 2023）、新潟県上原 E 遺跡（青木・佐々木 2021b）で白滝産が認められ、

男鹿産黒曜石がほとんどの遺跡で利用されている。

旧石器―縄文時代移行期～縄文時代早期
旧石器―縄文時代移行期の神子柴・長者久保石器群及び縄文時代草創期の遺跡について表４にまと

めた。白滝産に加えて置戸産も北海道から搬入されており、新潟県室谷洞窟（藁科・小熊 2002、建

石ほか 2008）では神津島産も確認されている。個別に見れば後期旧石器時代に比べて搬入される範

囲が広がったともいえるが、全体を見ると県内・隣県の事例が多い。特に、新潟県魚沼地域では信州

系、青森県では深浦産の利用が多い。
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縄文時代早期では青森県において北海道産黒曜石の事例が大きく増え、特にこれまで認められなか

った赤井川産がその大半を占める（表５）。また小規模産地ながら津軽海峡を越えて南下する豊浦産

の存在も見過ごせない。一方、青森県以外では北海道産が認められないのも当該期の特徴といえる。

福島県浜通りの竹之内遺跡・根室遺跡では信州系が検出されており（第四紀地質研究所 2005、明治

大学古文化財研究所 2009）、青森県下田代納屋 B 遺跡の湯の倉産（藁科ほか 2001）と合わせ、広域

での交流がうかがえる。

北海道の様相
他方、北海道では福島町館崎遺跡（縄文時代前期末葉～中期初頭、遺物材料研究所 2017）と木古

内町幸連５遺跡（縄文時代前期後半～中期後葉、パレオ・ラボ 2023）で信州系黒曜石製の石鏃が確

認され近年耳目を集めた。本州産黒曜石の津軽海峡北上はいつ頃まで遡るか。道内では、帯広市大正

３遺跡（帯広市教委 2006）が最古級の土器として知られてきたが、遠軽町タチカルシュナイ遺跡

M- Ⅰ地点（夏木編 2020）で関連資料が出土したことを踏まえ、夏木大吾（2018）によって関連資料

の集成が図られている。小形尖頭器ないし石鏃を指標とするこれらは新潟県小瀬ヶ沢洞窟など本州の

縄文時代草創期資料との関連がうかがえたことから、筆者らが原産地分析を行ったが（青木ほか

2023b）、本州産黒曜石は確認できなかった２）( 表７)。ただし、北見市美里洞窟で十勝産が認められ、

先行研究では遠軽町旧白滝 5 遺跡で赤井川産・旭川産（遺物材料研究所 2008b）も確認されているこ

とから、道内においてある程度広域的な交流ないし活動があったと考えられる。特に多くの遺跡が立

地し上流に白滝・置戸の黒曜石原産地分析を擁する湧別川・常呂川両流域では相互に黒曜石の移動が

想定される。

早期においては津軽海峡に接する道南の一部遺跡の原産地分析結果をまとめた 3) （表８）。分析事例

が少ないものの、ほとんどの遺跡で赤井川産が利用される。函館市中野Ａ遺跡と七飯町大中山 13 遺

跡では深浦産黒曜石が確認されている（藁科 1993c、藁科・東村 1995a）。今回は集成していないも

のの、道内の旧石器遺跡では本州産黒曜石の事例は未だ確認されていないため、縄文時代早期のこれ

らが現段階では道内で最も古い本州産黒曜石と評価できる。

まとめ
本稿では津軽海峡を中心とした黒曜石の動きを把握するため、本州東北部の後期旧石器時代～縄文

時代早期、北海道の旧石器―縄文時代移行期及び早期の一部地域を対象として原産地分析事例の集成

を行った。その結果、津軽海峡を越えた黒曜石の動きは、後期旧石器時代後半期の細石刃期及び縄文

時代早期にピークが認められた。前者は湧別技法・ホロカ技法に代表されるいわゆる北方系細石刃石

器群によるもので、それらの技術を携えた集団の移住が想定される。当該期においては現段階で本州

からの北上は確認できず、北海道から白滝・置戸産の南下のみが認められる。対照的に、後者の縄文

時代早期では北海道からの南下と本州からの北上がともに認められる。当該期に津軽海峡を移動する

のは赤井川産と深浦産が主体となる。それまで本州でも利用されていた道東の白滝・置戸産ではなく

道南の赤井川産が多く搬出されることに着目すると、単純に活動・交流領域が拡大したのではなく、

障壁としての津軽海峡のハードルが下がったのではないだろうか。双方向の交流が盛んになったこと

を示唆する。本稿では黒曜石以外の遺物や気候変動などについて考慮できていないが、当該期に渡海

能力が発達した可能性も想定できるだろう。本稿ではデータの提示に主眼を置いたため、細かな点は

今後議論していきたい。
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註
１) 各表の時期・石器群の記載は基本的に分析論文・報告書に準じたが、 石器型式などから筆者が判断し

たものもある。
２) 一括資料と認識した遺跡・資料についてはトゥールを含む石器群全体を集成したが、 その他の遺跡に

ついては基本的に小形尖頭器・石鏃の結果のみ抽出した。 なお、 大関遺跡については当該期の小形尖頭
器・石鏃に伴うと想定される剥片を対象とした。

３) 表７については対象地域全遺跡の事例を反映できていない可能性があるため、 対象地域の一部遺跡の
集成とした。 今後拡充していきたい。
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表１　本州東北部における後期旧石器時代前半期の黒曜石原産地分析結果
遺跡名 所在地 時期・石器群 判別・推定結果 産地まとめ 分析

方法
分析
点数

判別
数 分析者 文献 掲載誌 試料出土報告書・論文・

備考
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大台野遺跡Ⅱ群 岩手県西和賀町 前半期（台形様） 男鹿系A 男鹿 EDX 80 79 傍島ほか 傍島ほか2022 『岩手考古学』33　pp.1-18 菊池1975、菊地ほか2020

峠山牧場Ⅰ遺跡
A地点　第3文化層 岩手県西和賀町 前半期 深浦 深浦 EDX 5 5 藁科 藁科2009 岩手県文報292

pp.443-452 掲載文献

峠山牧場Ⅰ遺跡
A地点　第3文化層 岩手県西和賀町 前半期 深浦系 深浦 EDX 4 3 金成 金成2014 『資源環境と人類』4

pp.99-104
岩手県文報291、

試料は藁科2009と重複

鵜ノ木 岩手県奥州市 前半期（台形様） 北上系A 北上 EDX 8 8 金成 金成2014 『資源環境と人類』4pp.99-104 岩手県文報527

風無台Ⅱ 秋田県秋田市 前半期（台形様） 岩木山系 出来島 EDX 4 3 金成 吉川ほか2011b 『明治大学博物館研究報告』16
pp.41-51 秋田県文報125
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『蛍光X線分析装置による黒曜石製
遺物の原産地推定

―基礎データ集〈1〉―』
秋田県文報256

伊治城跡 宮城県栗原市 前半期（台形剥片） 宮崎系・月山系ⅠA 湯の倉・月山 EDX 3 3 佐々木 佐々木・安達2019 『宮城考古学』21 pp.145-152 築館町文報17
薬莱山No.17 宮城県加美町 前半期（台形様） 月山系 月山 EDX 3 3 井上 鹿又ほか2015 『文化』79-1・2　pp.47-61 宮城旧石器研究会 2010
丸森1 山形県真室川町 前半期 深浦 深浦 EDX 3 3 井上 鹿又ほか2015 『文化』79-1・2　pp.47-61 鈴木ほか編2023

丸森1 山形県真室川町 前半期 深浦系Ⅰ 深浦 EDX 7 5 青木 青木・傍島　2023
『最上川流域の後期旧石器
文化の研究5　丸森1遺跡』

pp.84-88

掲載文献、鹿又ほか2015の
試料を含む

清水西 山形県村山市 前半期（台形様） 置戸系Ⅱ・月山系Ⅱ 置戸・月山 EDX 6 6 佐々木 佐々木 2015b 山形県埋文調報220附pp.7-9 掲載文献

笹山原No.8 福島県会津若松市 前半期（石刃） 和田峠系2・湯ノ倉 〈男女倉・星ヶ塔〉・
湯の倉 EDX 2 2 井上 鹿又ほか2015 『文化』79-1・2

pp.47-61 柳田 1995

蛇谷 新潟県上越市 前半期(ナイフ(・台形
様？）） 霧ヶ峰・観音沢 諏訪 EDX 2 2 藁科 藁科2005 新潟県文報151

pp.47-57 掲載文献

大台野遺跡
Ⅰ群 岩手県西和賀町 前半期(類米ヶ森)と後

半期(杉久保)混在か
男鹿系A・深浦系Ⅰ・

月山系ⅠA 男鹿・深浦・月山 EDX 4 4 傍島ほか 傍島ほか2022 『岩手考古学』33
pp.1-18

菊池1975、
菊地ほか2020
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表２　本州東北部における後期旧石器時代後半期（細石刃以外）の黒曜石原産地分析結果
遺跡名 所在地 時期・石器群 判別・推定結果 産地まとめ 分析

方法
分析
点数

判別
数 分析者 文献 掲載誌 試料出土報告書・論文・

備考

峠山牧場Ⅰ遺跡
A地点　第4文化層 岩手県西和賀町 後半期（東山） 深浦 深浦 EDX 1 1 藁科 藁科2009 岩手県文報292

pp.443-452 掲載文献

峠山牧場Ⅰ遺跡
A地点　第4文化層 岩手県西和賀町 後半期（東山） 深浦系 深浦 EDX 1 1 金成 金成2014 『資源環境と人類』4

pp.99-104
岩手県文報291、

試料は藁科2009と重複

二重鳥A 秋田県北秋田市 後半期（東山） 深浦系Ⅰ 深浦 EDX 1 1 佐々木 吉川・佐々木2017 『秋田県立博物館研究報告』42
pp.18-36 北秋田市文報2

小出Ⅳ 秋田県大仙市 後半期（東山） 深浦系Ⅰ 深浦 EDX 2 1 佐々木 吉川・佐々木2017 『秋田県立博物館研究報告』42
pp.18-36 秋田県文報206

耳取Ⅰ遺跡B地区 岩手県西和賀町 後半期（東山） 深浦 深浦 EDX 1 1 藁科 藁科2009 岩手県文報292　pp.334-339 掲載文献

耳取Ⅰ遺跡B地区 岩手県西和賀町 後半期（東山） 深浦系 深浦 EDX 1 1 藁科 金成2014 『資源環境と人類』4
pp.99-104
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pp.323-345 加藤 1967・1969など

湯の花 山形県小国町 後半期（東山） 深浦・深浦？ 深浦 EDX 6 6 建石 建石ほか2014 『岩宿』3 pp.7-15 加藤ほか1982。建石ほか
2012で分析速報

湯の花 山形県小国町 後半期（東山） 深浦系Ⅰ 深浦 EDX 2 2 青木・佐々木 青木・佐々木 2023 『文化財科学』86 加藤ほか 1982。建石ほか
2014の試料含む

樽口遺跡A-K 新潟県村上市 後半期（東山？） 深浦 深浦 EDX 1 1 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11　pp.176-185 掲載文献
樽口遺跡A-KH 新潟県村上市 後半期（東山） 深浦 深浦 EDX 2 2 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11　pp.176-185 掲載文献
樽口遺跡B-KH 新潟県村上市 後半期（東山） 深浦 深浦 EDX 4 4 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11　pp.176-185 掲載文献

中束A 新潟県関川村 後半期（東山？） 深浦 深浦 EDX 1 1 井上 阿部・井上2008 『帝京史学』23　pp.102-146 表採
新林 新潟県胎内市 後半期（東山？） 深浦 深浦 EDX 1 1 井上 阿部・井上2008 『帝京史学』23　pp.102-146 表採

二タ子沢A 新潟県新発田市 後半期（東山） 和田峠系-2 〈男女倉・星ヶ塔〉 EDX 1 1 井上 井上2003 新発田市文報26　pp.155-161 掲載文献
上ノ山A 新潟県新発田市 後半期（東山？） 「和田峠系」 和田峠 EDX ？ ？ 井上 鈴木2004 新発田市文報29　pp.91-92 表採、分析詳細記述なし
長峰農場 新潟県新発田市 後半期（東山？） 「和田峠系」 和田峠 EDX ？ ？ 井上 鈴木2004 新発田市文報29　pp.91-92 表採、分析詳細記述なし
円山 新潟県阿賀野市 後半期（東山） 和田峠 和田峠 EDX 2 2 藁科 藁科2004 新潟県文報132　pp.57-65 新潟県文報121
胴抜原A 新潟県津南町 後半期（東山） 小深沢・星ヶ塔 和田峠・諏訪 EDX 25 25 建石・二宮 建石・二宮2014 『沖ノ原式期の文化様相』 173pp.172- 津南文報66

上ミ野A遺跡A群 山形県新庄市 後半期（国府） 深浦 深浦 EDX 2 2 井上 鹿又ほか2015 『文化』79-1・2　pp.47-61 羽石ほか編 2004、
佐々木ほか編 2012

樽口遺跡A-KSE 新潟県村上市 後半期（国府） 高原山・月山・
深浦・和田峠

高原山・月山・
深浦・和田峠 EDX 7 5 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11　pp.176-185 掲載文献

賀篭沢 宮城県村田町 後半期
（二側縁加工ナイフ） 仙台系ⅠA 秋保 EDX 4 4 佐々木 佐々木2022 『宮城考古学』24

pp.299-306 大場2004

峠山牧場Ⅰ遺跡
A地点　第5文化層 岩手県西和賀町 後半期

（石刃・尖頭器） 深浦・男鹿 深浦・男鹿 EDX 43 42 藁科 藁科2009 岩手県文報292
pp.443-452 掲載文献

峠山牧場Ⅰ遺跡
A地点　第5文化層 岩手県西和賀町 後半期

（石刃・尖頭器） 深浦系・男鹿系 深浦・男鹿 EDX 13 11 金成 金成2014 『資源環境と人類』4
pp.99-104

岩手県文報291、
試料は藁科2009と重複

中原野北 新潟県村上市 後半期（東内野？） 和田峠 和田峠 EDX 1 1 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11　pp.176-185 表採KN

しぐね 新潟県津南町 後半期
（有樋尖頭器）

星ヶ塔・和田峠
（小深沢/アゼリア） 諏訪・和田峠 EDX 18 4 パリノ・

サーヴェイ
パリノ・サーヴェイ

ほか2019
津南町文報75
pp.103-105 掲載文献

しぐね 新潟県津南町 後半期
（有樋尖頭器） 諏訪・和田峠 諏訪・和田峠 EDX 17 9 建石 津南町文報75

pp.103-105
掲載文献、

分析の詳細不明
下嵐江Ⅰ・Ⅱ
石刃Ⅰ群新段階 岩手県奥州市 後半期（杉久保？） 男鹿系 男鹿 EDX 1 1 井上 第四紀地質研究所

2017
岩手県文報608

第2分冊pp.193-211 掲載文献

下嵐江Ⅰ・Ⅱ
石刃Ⅱ群 岩手県奥州市 後半期（杉久保） 男鹿系・男鹿系？

・湯ノ倉？ 男鹿・湯の倉 EDX 3 3 井上 第四紀地質研究所
2017

岩手県文報608
第2分冊pp.193-211

掲載文献

大台野遺跡
Ⅲ群 岩手県西和賀町 後半期（杉久保）

男鹿系A・深浦系Ⅰ・
月山系ⅠB・
田沢湖系ⅠA

男鹿・深浦・月山・
田沢湖 EDX 14 9 傍島ほか 傍島ほか2022 『岩手考古学』33

pp.1-18
菊池1975、
菊地ほか2020

早坂平 岩手県久慈市 後半期
（杉久保？KN) 六角沢 深浦 EDX 6 6 藁科 藁科2004 岩手県文報437

第1分冊pp.587-599 掲載文献

白山E 山形県新庄市 後半期（杉久保） 宮崎系・男鹿系A 湯の倉・男鹿 EDX 11 11 佐々木 佐々木2019a
『最上川流域の後期旧石器文化の
研究4　白山E・白山B遺跡』

pp.94-101
掲載文献

白山B 山形県新庄市 後半期（杉久保） 深浦系Ⅰ 深浦 EDX 1 1 佐々木 佐々木2019a
『最上川流域の後期旧石器文化の
研究4　白山E・白山B遺跡』

pp.94-101

掲載文献

樽口遺跡B-KSU 新潟県村上市 後半期（杉久保） 和田峠・月山 和田峠・月山 EDX 4 4 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11　pp.176-185 掲載文献
ガラハギ 新潟県村上市 後半期（杉久保） 霧ヶ峰 霧ヶ峰 EDX 1 1 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11　pp.176-185 朝日村文報12

真人原遺跡D地点 新潟県小千谷市 後半期（杉久保） 芙蓉ライト・
星ヶ台・鷹山 和田峠・諏訪・鷹山 EDX 7 7 望月 望月・小野2018 『資源環境と人類』8　pp.83-91 橋詰ほか2011

貝坂 新潟県津南町 後半期（杉久保） 星ヶ塔・小深沢 諏訪・和田峠 EDX 87 81 菅頭・建石 菅頭ほか 2019 『長岡市立科学博物館研究報告』
54 pp.29-34 中村・小林 1959・1963

下モ原Ⅰ 新潟県津南町 後半期（杉久保）
鷹山·芙蓉ライト·
小深沢・土屋橋西・
土屋橋北・星ヶ台

鷹山・和田峠・諏訪 EDX 86 82 望月 津南町文報50
pp.29-42 津南文報32

下モ原Ⅰ 新潟県津南町 後半期（杉久保） 星ヶ塔・星ヶ塔？・
小深沢 諏訪・和田峠 EDX 8 8 菅頭ほか 菅頭ほか2016 『津南段丘の杉久保石器群』

pp.116-119 津南文報32

居尻A 新潟県津南町 後半期（杉久保）
鷹山・小深沢・

土屋橋（北・西・南）・
芙蓉ライト・星ヶ台

鷹山・和田峠・諏訪 EDX 140 121 望月 津南町文報50
pp.29-42 掲載文献

居尻A 新潟県津南町 後半期（杉久保） 小深沢・星ヶ塔・
男女倉？

諏訪・和田峠・
男女倉 EDX 11 11 菅頭ほか 菅頭ほか2016 『津南段丘の杉久保石器群』

pp.116-119 津南文報50

居尻B 新潟県津南町 後半期（杉久保） 鷹山・土屋橋西・
土屋橋南・星ヶ台 鷹山・和田峠・諏訪 EDX 74 49 望月 望月・パリノ・サー

ヴェイ2006
津南町文報50
pp.29-42 掲載文献

柏山館跡 岩手県金ヶ崎町 後半期（KN) 男鹿 男鹿 EDX 3 3 藁科 藁科1996 岩手県文報242　pp.232-237 掲載文献
二重鳥A 秋田県北秋田市 後半期（KN) 和田峠？ 和田峠 EDX 5 1 パリノ・サーヴェイ

2006
北秋田市文報2　pp.339-348 掲載文献

大刈野 新潟県湯沢町
後半期

（ナイフ形石器？） 小深沢 和田峠 EDX 2 2 菅頭ほか 菅頭ほか2022 『新潟考古』33
pp.157-161

佐藤2019、
湯沢町教委1988

下嵐江Ⅰ・Ⅱ
尖頭器Ⅰ群 岩手県奥州市 後半期（尖頭器）

男鹿系・男鹿系？・
小赤沢？・湯ノ倉・

湯ノ倉？
男鹿・北上・湯の倉 EDX 122 86 井上 第四紀地質研究所

2017
岩手県文報608

第2分冊　pp.193-211 掲載文献

越中山遺跡
A'地点 山形県鶴岡市 後半期（尖頭器） 月山系Ⅰ 月山 EDX 2 1 佐々木 渋谷・佐々木 2018 『東北日本の旧石器時代』

pp.323-346
加藤編 1973・74、
加藤 1975・1976

大谷上ノ原 福島県楢葉町 後半期（尖頭器） 甘湯沢・甘湯沢？ 高原山 EDX 4 3 古環境研究所 古環境研究所2019 福島県文報534　pp.223-226 掲載文献
上新田B 新潟県新発田市 後半期（尖頭器） 和田峠系-1？ 和田峠 EDX 30 28 井上 井上2004a 新発田市文報29　pp.81-88 掲載文献

真人原遺跡C地点 新潟県小千谷市 後半期（尖頭器） 〈和田峠・鷹山系〉・
西霧ヶ峰系 和田鷹山・諏訪 EDX 34 33 明治大学古文化

財研究所
明治大学古文化財
研究所2011

『蛍光X線分析装置による黒曜石製
遺物の原産地推定

―基礎データ集〈2〉―』
小野編1992・1997

真人原遺跡C地点 新潟県小千谷市 後半期（尖頭器） 和田峠・霧ヶ峰 和田峠・諏訪 EDX 33 30 藁科 藁科1997 『真人原遺跡Ⅱ』pp.71-79 小野編1992・1997

真人原遺跡C地点 新潟県小千谷市 後半期（尖頭器） 芙蓉ライト・
星ヶ台・鷹山

和田峠・諏訪・
鷹山 EDX 7 6 望月 望月・小野2018 『資源環境と人類』8　pp.83-91 小野編1992・1997

真人原遺跡A地点 新潟県小千谷市 後半期（尖頭器） 深浦八森山・男鹿金ヶ
崎・蓼科冷山 深浦・男鹿・蓼科 EDX 28 26 望月 望月・小野2018 『資源環境と人類』8　pp.83-91 小野編2002

道下 新潟県津南町 後半期（尖頭器）
和田峠（小深沢/
アゼリア）・

和田峠（丁字御領）
和田峠 EDX 26 24 パリノ・サーヴェイ

2021
津南町文報79
pp.171-189 掲載文献

新処Ⅰ・Ⅱ 秋田県湯沢市 後期旧石器後半期～
縄文時代草創期 宮崎系 湯の倉 EDX 1 1 佐々木 吉川・佐々木2017 『秋田県立博物館研究報告』42

pp.18-36 秋田県文報439

新処Ⅰ 秋田県湯沢市 後期旧石器後半期～
縄文時代草創期 湯ノ倉系 湯の倉 EDX 8 1 金成 吉川ほか2011a 『秋田県立博物館研究報告』36

pp.61-72 秋田県文報439

パリノ・サーヴェイ
ほか2019

パリノ・
サーヴェイ

パリノ・
サーヴェイ

望月・パリノ・サー
ヴェイ2006

望月・パリノ・サー
ヴェイ2006

居尻A 新潟県津南町 後半期（杉久保）
和田峠（小深沢/

アゼリア・丁字御領）
・星ヶ塔

和田峠・諏訪 EDX 12 10 津南町文報50
pp.29-42 掲載文献

望月・パリノ・サー
ヴェイ2006

パリノ・
サーヴェイ

下モ原Ⅰ 新潟県津南町 後半期（杉久保） EDX 20 17 望月 津南町文報50
pp.29-42 津南文報32望月・パリノ・サー

ヴェイ2006

和田峠（小深沢/
アゼリア・丁字御領）

・星ヶ塔
和田峠・諏訪

居尻B 新潟県津南町 後半期（杉久保） 和田峠（小深沢/
和田峠 EDX 13 7 望月・パリノ・サー

ヴェイ2006
津南町文報50
pp.29-42 掲載文献

アゼリア）
パリノ・
サーヴェイ

pp.17-35
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表３　本州東北部における細石刃石器群の黒曜石原産地分析結果

表４－１　本州東北部における旧石器―縄文時代移行期の黒曜石原産地分析結果１

遺跡名 所在地 時期・石器群 判別・推定結果 産地まとめ 分析
方法

分析
点数

判別
数 分析者 文献 掲載誌 試料出土報告書・論文・

備考

大平山元Ⅲ 青森県外ヶ浜町 稜柱系 折腰内 小泊 EDX 6 6 藁科・東村 藁科・東村1989 青森県文報120　pp.569-584 青森県郷土館調報11

荒川台 新潟県関川村 稜柱系 男鹿（金ヶ崎）・男鹿？・
和田峠系-2

男鹿・
〈男女倉・星ヶ塔〉 EDX 10 10 井上 阿部・井上2003 『帝京史学』18

pp.39-79 掲載文献

荒川台 新潟県関川村 稜柱系 男鹿系・男鹿系？・板山 男鹿・板山 EDX 3 3 井上 阿部・井上2008 『帝京史学』23
pp.102-146 掲載文献

田井A 新潟県見附市 稜柱系 星ヶ塔 諏訪 EDX 9 8 菅頭ほか 菅頭ほか2022 『新潟考古』33pp.157-161 見附市教委1988
高稲場 新潟県見附市 稜柱系？ 星ヶ塔 諏訪 EDX 10 10 菅頭ほか 菅頭ほか2022 『新潟考古』33pp.157-161 星野洋治コレクション
丸山 青森県つがる市 札滑型・稜柱系 戸門・折腰内 青森・小泊 EDX 2 2 藁科 藁科　2000 青森県郷土館調報44pp.56-69 掲載文献

大平山元Ⅱ 青森県外ヶ浜町 札滑型 折腰内・男鹿 小泊・男鹿 EDX 7 3 藁科・東村 藁科・東村1989 青森県文報120　pp.569-584 青森県郷土館調報8
荒屋 新潟県長岡市 札滑型？ 和田峠 和田峠 EDX 2 2 藁科・東村 藁科・東村 1996b 『新潟考古』7　pp.45-56 表採
荒屋 新潟県長岡市 札滑型？ 麦草峠・和田峠 麦草峠・和田峠 EDX 2 2 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11　pp.176-185 掲載文献、表採

荒屋 新潟県長岡市 札滑型 蓼科系・和田峠系1・
板山系 蓼科・和田峠・板山 EDX 5 5 井上 鹿又ほか2015 『文化』79-1・2

pp.47-61 芹沢・須藤編 2003

角二山 山形県大石田町 札滑型 白滝系Ⅰ 白滝 EDX 4 4 佐々木 鹿又・佐々木　2015 『山形考古』45　pp.34-40 鹿又2004・2008
角二山 山形県大石田町 札滑型？ 白滝系Ⅰ 白滝 EDX 1 1 佐々木 佐々木・大類 2016 『山形考古』46 pp.12-24 大類氏表採
角二山 山形県大石田町 札滑型？ 白滝系Ⅰ 白滝 EDX 1 1 佐々木 佐々木2020a 『宮城考古』22 pp.241-245 佐藤信行氏表採資料

角二山 山形県大石田町 札滑型 白滝系Ⅰ・白滝系Ⅱ・
男鹿系A 白滝・男鹿 EDX 12 12 佐々木 渋谷・佐々木 2018 『東北日本の旧石器時代』

pp.323-345 加藤・上野 1973

角二山 山形県大石田町 札滑型・稜柱系・
広郷型

白滝系Ⅰ・白滝系Ⅱ・
男鹿系A

白滝系Ⅰ・白滝系Ⅱ・
男鹿系A EDX 92 90 青木・佐々木 Kanomata, et al.

2022
『Quantifying Stone Age
Mobility』 pp.69-94 掲載文献

笹山原No.27 福島県会津若松市 札滑型 月山 月山 EDX 1 1 井上 井上 2014 『猪苗代湖畔に消えた旧石器時代
遺跡』pp.26-27 掲載文献

滝1 山形県中山町 広郷型 置戸系Ⅰ 置戸 EDX 1 1 佐々木 渋谷他ほか2016 『山形考古』46 pp.3-11 加藤 1960

越中山遺跡E地点 山形県鶴岡市 白滝型 男鹿系A 男鹿 EDX 1 1 青木・佐々木 青木ほか2023a
『旧石器研究』19

加藤ほか1975

薬莱山No.34 宮城県加美町 白滝型 月山系・湯ノ倉 月山・湯の倉 EDX 3 3 井上 鹿又ほか2015 『文化』79-1・2　pp.47-61 宮城旧石器研究会2014

薬莱山No.34 宮城県加美町 白滝型 男鹿系A・宮崎系 男鹿・湯の倉 EDX 154 153 青木・佐々木 青木・佐々木2021a 『文化財科学』83
pp.91-107

宮城旧石器研究会2014
鹿又ほか2015の試料含むが

一部異なる結果

樽口遺跡A-MS 新潟県村上市 白滝型 男鹿・和田峠 男鹿・和田峠 EDX 18 18 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11
pp.176-185 掲載文献

樽口遺跡A-MS 新潟県村上市 白滝型 男鹿系A 男鹿 EDX 329 329 青木・佐々木 青木ほか2023a
『旧石器研究』19 朝日村文報11。

藁科・東村1996aの試料
含むが一部異なる結果

上原E 新潟県津南町 白滝型 小深沢・脇本海岸 和田峠・男鹿 EDX 16 16 建石 佐藤 2018 『津南学』7 pp.32-40 津南町文報74

上原E 新潟県津南町 白滝型
和田峠系（Ⅰ・Ⅱ・
ⅠorⅡ）・男鹿系A・

白滝系Ⅰ
和田峠・男鹿・白滝 EDX 165 165 青木・佐々木 青木・佐々木2021b、

青木2022
『苗場山麓ジオパーク研究集録』3

pp.50-62
津南町文報74、建石氏の分析
（佐藤2018）試料を含む

湯の花 山形県小国町 白滝型？ 男鹿 男鹿 EDX 3 3 藁科・東村 藁科・東村 1996a 朝日村文報11　pp.176-185 掲載文献、表採
湯の花 山形県小国町 白滝型？ 男鹿系・板山？ 男鹿・板山 EDX 2 2 井上 阿部・井上2008 『帝京史学』23pp.102-146 表採

湯の花 山形県小国町 白滝型 脇本・白滝・星ヶ塔？・
出来島？

男鹿・白滝・諏訪・
出来島 EDX 125 122 建石 建石ほか2014 『岩宿』3 pp.7-15 加藤ほか1982。建石ほか

2012で分析速報

湯の花 山形県小国町 白滝型 男鹿系A 男鹿 EDX 1 1 佐々木 渋谷・佐々木 2018 『東北日本の旧石器時代』
pp.323-345

加藤 1974、
野口氏表採細石刃核

湯の花 山形県小国町 白滝型 男鹿系A・白滝系Ⅰ 男鹿・白滝 EDX 11 11 青木・佐々木 青木・佐々木 2023
『文化財科学』86 加藤ほか1982。

建石ほか2014の試料含むが
一部異なる結果

大刈野 新潟県湯沢町 白滝型関連 小深沢 和田峠 EDX 4 4 菅頭ほか 菅頭ほか2022 『新潟考古』33
pp.157-161

佐藤2019、
湯沢町教委1988

前瀬A 新潟県関川村 湧別 蓼科系？ 蓼科 EDX 1 1 井上 阿部・井上2008 『帝京史学』23pp.102-146 阿部・高橋2001

睦成鶴谷地 秋田県横手市 北方系？
（荒屋類似彫刻刀） 田沢湖系ⅠA 田沢湖 EDX 1 1 佐々木 吉川・佐々木2017 『秋田県立博物館研究報告』42

pp.18-36 富樫1962

吹越 青森県横浜町 不明（細石刃） 深浦？ 深浦 EDX 2 2 藁科 福田1990 『考古学古代史論攷』
pp.163-186 角鹿・渡辺編1980

pp.17-35

pp.39-58

pp.39-58

遺跡名 所在地 時期・石器群 判別・推定結果 産地まとめ 分析
方法

分析
点数

判別
数 分析者 文献 掲載誌 試料出土報告書・論文・

備考

長者久保 青森県東北町 神子柴・長者久保 深浦 深浦 EDX 2 2 藁科 福田1990 『考古学古代史論攷』
pp.163-186 角鹿・渡辺編1980

赤平（1） 青森県東北町 神子柴・長者久保 六角沢または八森山 深浦 EDX 1 1 遺物材料
研究所

遺物材料研究所
2008a

青森県文報449
pp.123-138 掲載文献

東山紺野遺跡 山形県小国町 神子柴・長者久保 深浦系Ⅰ 深浦 EDX 2 2 佐々木 渋谷・佐々木 2018 『東北日本の旧石器時代』
pp.323-346 加藤ほか 1973

吉ヶ沢遺跡B地点 新潟県阿賀町 神子柴・長者久保 高原山 高原山 EDX 1 1 藁科 藁科2004 新潟県文報132　pp.57-65 掲載文献
丸山 新潟県上越市 草創期前半 置戸山群 置戸 EDX 1 1 池谷 加藤ほか2022 『新潟考古』32pp.133-142 表採
中林 新潟県十日町市 縄文草創期 星ヶ塔 諏訪 EDX 1 1 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 十日町市博所蔵資料

松岡山 山形県中山町 縄文草創期
（有舌尖頭器） 白滝系Ⅱ 白滝 EDX 1 1 佐々木 渋谷ほか2016 『山形考古』46 pp.3-11 烏兎沼宏之氏採集資料、

掲載文献

大平山元Ⅰ 青森県外ヶ浜町 縄文草創期 深浦・深浦系？ 深浦 EDX 20 14 藁科・東村 藁科・東村1989 青森県文報120　pp.569-584 青森県郷土館

大平山元Ⅰ 青森県外ヶ浜町 縄文草創期 深浦 深浦 EDX 12 12 藁科 藁科1999 『大平山元Ⅰ遺跡の考古学的調査』
pp.112-119 掲載文献

大平山元Ⅰ 青森県外ヶ浜町 縄文草創期 深浦八森山群 深浦 EDX 11 8 望月 古環境研究所2006 『大平山元Ⅰ遺跡』pp.69-74 掲載文献

日向洞窟 山形県高畠町 縄文草創期 白滝？ 白滝 EDX 1 1 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 高畠町教委所蔵資料

日向洞窟
芸工大C層 山形県高畠町 縄文草創期 置戸系Ⅰ 置戸 EDX 1 1 佐々木 佐々木2019b 『日向洞窟遺跡』pp.252-255 掲載文献

上ノ平遺跡C地点 新潟県阿賀町 縄文草創期 〈和田峠・鷹山〉 和田鷹山 EDX 1 1 藁科 藁科2004 新潟県文報132　pp.57-65 新潟県文報73

小瀬ヶ沢洞窟 新潟県阿賀町 縄文草創期 板山・霧ヶ峰・赤石山・
所山

板山・霧ヶ峰・白滝・
置戸 EDX 11 11 藁科 藁科・小熊 2002 『長岡市立科学博物館研究報告』

37 pp.107-118 中村 1960

小瀬ヶ沢洞窟 新潟県阿賀町 縄文草創期 神津島・星ヶ塔・
板山・白滝？

神津島・諏訪・
板山・白滝 EDX 11 9 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 長岡市科博・

新潟県博所蔵資料

室谷洞窟 新潟県阿賀町 縄文草創期 神津島・霧ヶ峰・
高原山・深浦・板山

神津島・霧ヶ峰・高原
山・深浦・板山 EDX 20 20 藁科 藁科・小熊 2002 『長岡市立科学博物館研究報告』

37 pp.107-118 中村・小片 1964

室谷洞窟 新潟県阿賀町 縄文草創期 月山？・神津島・
高原山・深浦・星ヶ塔

月山・神津島・高原山・
深浦・諏訪 EDX 39 33 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 長岡市科博所蔵資料

荒沢 新潟県三条市 縄文草創期 深浦 深浦 EDX 1 1 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 三条市教委所蔵資料

岩原Ⅰ 新潟県湯沢町 縄文草創期 小深沢 和田峠 EDX 1 1 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 新潟県埋蔵文化財調査
事業団所蔵資料

石峠 新潟県魚沼市 縄文草創期 月山？ 月山 EDX 1 1 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 長岡市科博所蔵資料
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表５　本州東北部における縄文時代早期の黒曜石原産地分析結果

遺跡名 所在地 時期 判別・推定結果 産地まとめ 分析
方法

分析
点数

判別
数 分析者 文献 掲載誌 試料出土報告書・論文・

備考

黒姫洞窟 新潟県魚沼市 草創期末～早期初頭 小深沢・星ヶ塔 和田峠・諏訪 EDX 5 5 建石・二宮 建石・二宮2013 魚沼市文報9　pp.133-135 掲載文献
黒姫洞窟 新潟県魚沼市 早期初頭 板山 板山 EDX 1 1 菅頭ほか 菅頭ほか2008 魚沼市文報5　pp.131-132 掲載文献
二枚橋（1） 青森県むつ市 早期前葉 赤井川・白滝1 赤井川・白滝 EDX 2 2 パレオ・ラボ パレオ・ラボ2017 青森県文報581 pp.210-212 掲載文献
林ノ脇 青森県横浜町 早期前葉 八森山・赤井川 深浦・赤井川 EDX 2 2 パレオ・ラボ パレオ・ラボ2021 青森県文報620 pp.266-269 掲載文献

竹之内 福島県いわき市 早期前葉～後葉

西霧ヶ峰系・（和田峠・
鷹山系）・男女倉系(Ⅰ・
Ⅱ）・高原山系・
土蔵系

諏訪・和田鷹山・男女
倉・高原山・秋保 EDX 217 153 杉原ほか 明治大学古文化財

研究所2009

『蛍光X線分析装置による黒曜石製
遺物の原産地推定

―基礎データ集〈1〉―』
いわき市文報8

根井沼（1） 青森県三沢市 早期中葉 豊浦 豊浦 EDX 3 3 藁科・東村 藁科・東村1989、
斉藤2014

青森県文報120 pp.569-584、
『青森県埋蔵文化財調査センター
研究紀要』22pp.56-64

三沢市文報4・5

根井沼（1） 青森県三沢市 早期中葉 豊浦豊泉川 豊浦 EDX 3 3 池谷 根岸ほか2020 『東京大学考古学研究室研究紀要』
33　pp.23-35

三沢市文報4・5。藁科・東村
1989と試料重複。

小山田（3） 青森県三沢市 早期中葉 深浦八森山・
木造出来島 深浦・出来島 EDX 5 5 池谷 根岸ほか2020 『東京大学考古学研究室研究紀要』

33　pp.23-35 三沢市文報31

下田代納屋B 青森県東通村 早期中葉 湯倉 湯の倉 EDX 1 1 藁科・東村 藁科ほか2001 『渡島半島の考古学』
pp.168-180 青森郷土館調報22

ムシリ 青森県東通村 早期中葉（石刃族） 所山系 置戸 EDX 1 1 杉原ほか 斉藤ほか2008 『青森県立調査研究年報』32
pp.11-24 表採、斉藤2004

芋田沢田Ⅳ 岩手県盛岡市 早期（中葉？） 北上系A・男鹿系・
湯の倉系 北上・男鹿・湯の倉 EDX 15 8 杉原ほか 杉原ほか2013 岩手県文報604　第二分冊

pp.155-171 掲載文献

表館（1） 青森県六ケ所村 早期中葉～後葉 赤井川曲川・
豊浦豊泉川 赤井川・豊浦 EDX 2 2 池谷 根岸ほか2020 『東京大学考古学研究室研究紀要』

33　pp.23-35 青森県文報127

長七谷地（7） 青森県八戸市 早期中葉～後葉 赤井川曲川・
深浦八森山 赤井川・深浦 EDX 2 2 池谷 根岸ほか2020 『東京大学考古学研究室研究紀要』

33　pp.23-35 八戸市文報8

売場 青森県八戸市 早期中葉～後葉 赤井川曲川・
置戸所山 赤井川・置戸 EDX 2 2 池谷 根岸ほか2022 『東京大学考古学研究室研究紀要』

35　pp.1-24
青森県文報93、藁科・東村
1989と一部試料重複。

清水西 山形県村山市 早期後葉 宮崎系 湯の倉 EDX 1 1 佐々木 佐々木 2015b 山形県埋文調報220附pp.7-9 掲載文献

北町遺跡ドドメキ 山形県南陽市 早期後葉～末葉 飯豊系A 飯豊 EDX 1 1 佐々木 佐々木2020b 南陽市文報21 pp.73-74 掲載文献

長七谷地（2） 青森県八戸市 早期後葉 十勝三股 十勝 EDX 1 1 池谷 根岸ほか2020 『東京大学考古学研究室研究紀要』
33　pp.23-35 八戸市文報8

長七谷地（8） 青森県八戸市 早期後葉 赤井川曲川 赤井川 EDX 1 1 池谷 根岸ほか2020 『東京大学考古学研究室研究紀要』
33　pp.23-35 八戸市文報8

表館（1） 青森県六ケ所村 早期後葉～末葉 赤井川曲川 赤井川 EDX 5 4 池谷 根岸ほか2022 『東京大学考古学研究室研究紀要』
35　pp.1-24

青森県文報120、藁科・東村
1989と試料重複。

鴨平（1） 青森県八戸市 早期末葉 〈雫石・花泉・
折居〉 北上 EDX 2 1 藁科・東村 藁科・東村1989 青森県文報120

 pp.569-584 青森県文報72

鴨平（1） 青森県八戸市 早期末葉 北上川折居2群・
北上川折居？ 北上 EDX 2 2 池谷 根岸ほか2022 『東京大学考古学研究室研究紀要』

35　pp.1-24
青森県文報72、藁科・東村
1989と試料重複。

長七谷地貝塚 青森県八戸市 早期末葉
赤井川・

〈赤井川または十勝〉・
〈十勝または赤井川〉

赤井川・
〈赤井川または十勝〉 EDX 5 5 藁科・東村 藁科・東村1989 青森県文報120

 pp.569-584 青森県文報573

上尾鮫（1）A 青森県六ケ所村 早期末葉 赤井川・
〈赤井川または十勝〉

赤井川・
〈赤井川または十勝〉 EDX 5 5 藁科・東村 藁科・東村1989 青森県文報120

pp.569-584 青森県文報112

上尾鮫（1） 青森県六ケ所村 早期末葉 赤井川曲川 赤井川 EDX 5 5 池谷 根岸ほか2022 『東京大学考古学研究室研究紀要』
35　pp.1-24

青森県文報112、藁科・東村
1989と試料重複。

和野前山 青森県八戸市 早期末葉 赤井川・
〈赤井川または十勝〉

赤井川・
〈赤井川または十勝〉 EDX 4 4 藁科・東村 藁科・東村1989 青森県文報120

pp.569-584 青森県文報82

和野前山 青森県八戸市 早期末葉 赤井川曲川 赤井川 EDX 2 2 池谷 根岸ほか2022 『東京大学考古学研究室研究紀要』
35　pp.1-24

青森県文報82、藁科・東村
1989と試料重複。

表館（1） 青森県六ケ所村 早期末葉 赤井川曲川 赤井川 EDX 1 1 池谷 根岸ほか2020 『東京大学考古学研究室研究紀要』
33　pp.23-35 青森県文報120

新納屋（2） 青森県六ケ所村 早期末葉 十勝三股 十勝 EDX 1 1 池谷 根岸ほか2020 『東京大学考古学研究室研究紀要』
33　pp.23-35 青森県文報62

家ノ前 青森県六ケ所村 早期後半～前期初頭 赤井川 赤井川 EDX 1 1 藁科 藁科1993a 青森県文報148 pp.119-125 掲載文献

表館（1） 青森県六ケ所村 早期末葉～前期初頭 赤井川・十勝・男鹿・〈赤
井川または十勝〉 赤井川・十勝・男鹿 EDX 29 15 藁科・東村 藁科・東村1989 青森県文報120

 pp.569-584 掲載文献

小山田（3） 青森県三沢市 早期 深浦八森山 深浦 EDX 1 1 池谷 根岸ほか2020 『東京大学考古学研究室研究紀要』
33　pp.23-35 三沢市文報31

売場 青森県八戸市 早期 赤井川 赤井川 EDX 1 1 藁科 福田1990 『考古学古代史論攷』
pp.163-186 青森県文報93

売場 青森県八戸市 早期 赤井川・
〈赤井川または十勝〉

赤井川・
〈赤井川または十勝〉 EDX 3 2 藁科・東村 藁科・東村1989 青森県文報120

pp.569-584 青森県文報93

斉羽場館跡 岩手県北上市 早期 小赤沢 北上 EDX 1 1 井上 井上2010 岩手県文報561　pp.115-120 掲載文献

斉羽場館跡 岩手県北上市 早期 北上系A 北上 EDX 1 1 金成 金成2014 『資源環境と人類』4
pp.99-104

岩手県文報561、
井上2010と試料重複

根室 福島県いわき市 早期 星ヶ塔・和田峠系・
蓼科系・高原山

諏訪・和田峠・蓼科・
高原山 EDX 7 7 第四紀地質研究

所
第四紀地質研究所

2005
いわき市文報109
pp.145-158 掲載文献

岩原Ⅰ 新潟県湯沢町 早期 和田峠 和田峠
熱中性
子放射
化分析

10 10 鈴木ほか 鈴木ほか1990 新潟県文報56
p.121 掲載文献

土場 岩手県北上市 早期～前期 雫石 北上 EDX 2 2 藁科・東村 藁科・東村1995b 岩手県文報222 pp.56-58 掲載文献
川原平（4） 青森県西目屋村 早期中葉～前期前葉 出来島 出来島 EDX 5 5 パレオ・ラボ パレオ・ラボ2014 青森県文報539 pp.62-64 掲載文献

日向洞窟
芸工大3層 山形県高畠町 早期中葉～中期中葉 高原山系 高原山 EDX 1 1 佐々木 佐々木2019b 『日向洞窟遺跡』

pp.252-255 掲載文献

小奥戸（１） 青森県大間町 早期中葉～前期初頭 置戸・赤井川・戸門？ 置戸・赤井川・青森 EDX 7 7 藁科 藁科1993ｂ 青森県文報154 pp.128-134 掲載文献

松ヶ城 新潟県魚沼市 縄文草創期 小深沢 和田峠 EDX 12 12 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 魚沼市教委所蔵資料
梨ノ木平 新潟県南魚沼市 縄文草創期 小深沢 和田峠 EDX 1 1 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 南魚沼市教委所蔵資料

壬 新潟県十日町市 縄文草創期 星ヶ塔・和田峠・
男女倉

諏訪・和田峠・
男女倉

熱中性
子放射
化分析

6 6 鈴木ほか 大谷1987 『壬遺跡1987』p.50 小林編1980・1981・
1982・1983

寺田上A 新潟県津南町 縄文草創期 月山？ 月山 EDX 2 2 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 津南町教委所蔵資料
堂尻 新潟県津南町 縄文草創期 星ヶ塔 諏訪 EDX 1 1 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 津南町教委所蔵資料
本ノ木 新潟県津南町 縄文草創期 星ヶ塔 諏訪 EDX 1 1 建石 建石ほか2008 『縄文文化の胎動』pp.43-48 個人蔵資料

本ノ木 新潟県津南町 縄文草創期 星ヶ塔 諏訪 EDX 1 1 建石・二宮 建石・二宮2014 『沖ノ原式期の文化様相』
pp.172-173 記載なし

寺田上A 新潟県津南町 縄文草創期 板山 板山 EDX 3 3 網干・二宮 網干・二宮1998 津南町文報24　pp.266-269 掲載文献
北町遺跡ドドメキ 山形県南陽市 草創期後半 月山系ⅠA 月山 EDX 1 1 佐々木 佐々木2020b 南陽市文報21 pp.73-74 掲載文献

日向洞窟
芸工大　表採 山形県高畠町 縄文草創期～中期？ 飯豊系Ⅰ 飯豊 EDX 1 1 佐々木 佐々木2015a 『日向洞窟遺跡の発掘記録』

pp.51-54 掲載文献

遺跡名 所在地 時期・石器群 判別・推定結果 産地まとめ 分析
方法

分析
点数

判別
数 分析者 文献 掲載誌 試料出土報告書・論文・

備考

表４－２　本州東北部における旧石器―縄文時代移行期の黒曜石原産地分析結果２

109青木　要祐  



表６　本州東北部における後期旧石器時代資料（時期不明）の黒曜石原産地分析結果

表７　北海道における旧石器―縄文時代移行期の黒曜石原産地分析結果

表８　道南における縄文時代早期の黒曜石原産地分析結果

遺跡名 所在地 時期・石器群 判別・推定結果 産地まとめ 分析
方法

分析
点数

判別
数 分析者 文献 掲載誌 試料出土報告書・論文・

備考

大平山元Ⅱ
第Ⅳ文化層 青森県外ヶ浜町 後期旧石器 深浦・岩木山 深浦・出来島

熱中性
子放射
化分析

12 12 鈴木・戸村 鈴木・戸村1992 『大平山元Ⅱ遺跡発掘調査報告書』
pp.33-35 掲載文献

大平山元Ⅱ　礫層 青森県外ヶ浜町 後期旧石器 和田土屋橋西群 和田峠 EDX 2 1 望月 望月2005 青森県文報401　pp.44-49 掲載文献
小石川 岩手県盛岡市 後期旧石器 男鹿系A 男鹿 EDX 1 1 佐々木 佐々木 2019c 『岩手考古学』30 pp.1-18 小石川遺跡調査団 1982

峠山牧場Ⅰ遺跡
A地点

ブロック不明
岩手県西和賀町 後期旧石器 深浦 深浦 EDX 12 11 藁科 藁科2009 岩手県文報291

pp.443-453 掲載文献

大台野遺跡
　地点不明 岩手県西和賀町 後期旧石器 男鹿系A・

月山系ⅠA 男鹿・月山 EDX 7 6 傍島ほか 傍島ほか2022 『岩手考古学』33　pp.1-18 菊池1975、
菊地ほか2020

下嵐江Ⅰ・Ⅱ
集中外 岩手県奥州市 後期旧石器 男鹿系・湯ノ倉・

湯ノ倉？ 男鹿・湯の倉 EDX 21 14 井上 第四紀地質研究所
2017

岩手県文報608第2分冊
pp.193-211 掲載文献

大畑台 秋田県男鹿市 後期旧石器 深浦系 深浦 EDX 1 1 金成 吉川ほか2011b 『明治大学博物館研究報告』16
pp.41-51 吉川・児玉1999

越中山遺跡
E地点 山形県鶴岡市 後期旧石器 男鹿系A・深浦系Ⅰ 男鹿・深浦 EDX 2 2 青木・佐々木 青木ほか2023a

『旧石器研究』19
加藤ほか1975

湯の花 山形県小国町 後期旧石器？ 小深沢 和田峠 EDX 5 5 建石 建石ほか2014 『岩宿』3 pp.7-15
加藤ほか 1982。建石ほか
2012で分析速報。砕片等の

ため時期不明。

湯の花 山形県小国町 後期旧石器？ 和田峠系Ⅰ・
和田峠系ⅠorⅡ 和田峠 EDX 5 5 青木・佐々木 青木・佐々木2023

『文化財科学』86 加藤ほか 1982。建石ほか
2014の試料含む。砕片等の

ため時期不明。

小安寺 新潟県長岡市 後期旧石器？ 和田峠 和田峠 EDX 1 1 藁科・東村 藁科・東村 1996b 『新潟考古』7　pp.45-56 表採
上ノ台Ⅱ 新潟県六日町 後期旧石器？ 霧ヶ峰 霧ヶ峰 EDX 1 1 藁科・東村 藁科・東村 1996b 『新潟考古』7　pp.45-56 表採

pp.39-58

pp.17-35

遺跡名 所在地 集成対象 判別・推定結果 産地まとめ 分析
方法

分析
点数

判別
数 分析者 文献 掲載誌 試料出土報告書・論文・

備考

大関 北海道八雲町 剥片のみ 赤井川系 赤井川 EDX 1 1 青木・佐々木 吉崎1961

キウス4 北海道千歳市 小形尖頭器・石鏃のみ 赤井川系 赤井川 EDX 1 1 青木・佐々木 北埋調報144

キウス7 北海道千歳市 小形尖頭器・石鏃のみ 赤井川系 赤井川 EDX 1 1 青木・佐々木 北埋調報105

キウス11 北海道千歳市 小形尖頭器・石鏃のみ 赤井川系 赤井川 EDX 1 1 青木・佐々木 千歳文報39

ピラオツマッコウ
マナイチャシ 北海道美幌町 小形尖頭器・石鏃のみ 置戸系Ⅰ 置戸 EDX 1 1 青木・佐々木 美幌町文報1

みどり1 北海道美幌町 小形尖頭器・石鏃のみ ケショマップ系・
白滝系Ⅰ

〈ケショマップ・丸瀬
布〉・白滝 EDX 2 2 青木・佐々木 美幌町文報10

トコロチャシ跡 北海道北見市 小形尖頭器・石鏃のみ 白滝系Ⅰ 白滝 EDX 1 1 青木・佐々木 熊木編2015

北上2 北海道北見市 小形尖頭器・石鏃のみ 赤石山・所山 白滝・置戸 EDX 2 2 遺物材料
研究所

遺物材料研究所
2013a 『北上2遺跡』pp.151-173 掲載文献

美里洞窟 北海道北見市 小形尖頭器・石鏃のみ 置戸系Ⅰ・白滝系(Ⅰ・
Ⅱ)・十勝系Ⅰ 置戸・白滝・十勝 EDX 19 19 青木・佐々木 大場ほか1984

ホロカ沢1 北海道遠軽町 小形尖頭器・石鏃のみ 白滝系(Ⅰ・Ⅱ) 白滝 EDX 2 2 青木・佐々木 北埋調報273

白滝18 北海道遠軽町 小形尖頭器・石鏃のみ 赤石山 白滝 EDX 2 2 遺物材料
研究所 遺物材料研究所2007 北埋調報250

pp.261-285 掲載文献

上白滝2 北海道遠軽町 小形尖頭器・石鏃のみ 白滝系Ⅱ 白滝 EDX 1 1 青木・佐々木 青木ほか 2023b
『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28 北埋調報154

上白滝8 北海道遠軽町 小形尖頭器・石鏃のみ 赤石山・あじさい滝 白滝 EDX 2 2 遺物材料
研究所 遺物材料研究所2006 北埋調報223

第1分冊pp.283-301 掲載文献

奥白滝1 北海道遠軽町 小形尖頭器・石鏃のみ 赤石山 白滝 EDX 2 2 藁科 藁科2002 北埋調報169
第1分冊pp.295-316 掲載文献

旧白滝5 北海道遠軽町

B・C・D1・D2区は
トゥール含む。

斜面部・ブロック外・F2区は
小形尖頭器・石鏃のみ

赤石山・あじさい滝
・ケショマップ・

〈幌加沢・あじさい滝〉
・所山・近文台・赤井川

白滝・〈ケショ
マップ・丸瀬布〉・
置戸・旭川・赤井川

EDX 51 51 遺物材料
研究所

遺物材料研究所
2008b・2013b

北埋調報261
第1分冊pp.211-285、

北埋調報302
第1分冊pp.55-73

掲載文献

旧白滝5 北海道遠軽町

B・C・D1・D2区は
トゥール含む。

斜面部・ブロック外・F3区は
小形尖頭器・石鏃のみ

白滝系(Ⅰ・Ⅱ)・ケショ
マップ系・置戸系Ⅰ・

生田原系

白滝・〈ケショマップ
・丸瀬布〉・置戸・

生田原

EDX 59 59 青木・佐々木 青木ほか 2023b 『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

北埋調報261・302、遺物材
料研究所2008b・2013ｂと
一覧試料が重複するが、矛盾

しない結果。

タチカルシュナイ
遺跡M-Ⅰ地点 北海道遠軽町 トゥール含む

白滝赤石山・白滝あじ
さいの滝・留辺蘂・置戸

所山・生田原

白滝・〈ケショ
マップ・丸瀬布〉・
置戸・生田原

EDX 528 528 出穂 出穂ほか2020
夏木2020

東京大学常呂実習施設研究報告
16　pp.115-129、
同pp.173-189

掲載文献

大正3
Ⅰ群土器期 北海道帯広市 トゥール含む

十勝・所山・
あじさい滝・赤井川・
キウスKS1遺物群・
札幌K19遺物群

十勝・置戸・
白滝・赤井川 EDX 20 18 藁科 藁科2006 帯広市文報27

pp.449-461 掲載文献

オクシベツ4 北海道斜里町 小形尖頭器・石鏃のみ 赤石山Ⅰ 白滝 EDX 1 1 井上 井上2004b 斜里町文報23　pp.69-79 掲載文献

『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

『日本旧石器学会第21回研究発表・
シンポジウム予稿集』pp.25-28

青木ほか 2023b

青木ほか 2023b

青木ほか 2023b

青木ほか 2023b

青木ほか 2023b

青木ほか 2023b

青木ほか 2023b

青木ほか 2023b

青木ほか 2023b

遺跡名 所在地 時期 判別・推定結果 産地まとめ 分析
方法

分析
点数

判別
数 分析者 文献 掲載誌 試料出土報告書・論文・

備考

中野A 北海道函館市 早期中葉 赤井川・置戸・
豊泉・深浦

赤井川・置戸・
豊浦・深浦 EDX 10 10 藁科 藁科1993c 北埋調報84

pp.382-387 掲載文献

大澗 北海道上ノ国町 早期後葉 赤井川・豊泉 赤井川・豊浦 EDX 4 3 藁科・東村 藁科ほか2001 『渡島半島の考古学』
pp.168-180

記載なし、
上ノ国町調査資料

高野Ⅱ 北海道松前町 早期末 赤井川 赤井川 EDX 1 1 藁科・東村 藁科ほか2001 『渡島半島の考古学』
pp.168-180 松前町教委1974

川汲 北海道南茅部町 早期末～前期初頭 赤井川 赤井川 EDX 3 2 藁科・東村 藁科ほか2001 『渡島半島の考古学』
pp.168-180 南茅部町文報1

富野3 北海道長万部町 早期 赤井川・置戸・
あじさい滝・豊泉

赤井川・置戸・
白滝・豊浦 EDX 11 11 藁科 藁科1999c 北埋調報131

　pp.263-274 掲載文献

大中山13 北海道七飯町 早期 深浦・白滝 深浦・白滝 EDX 2 2 藁科・東村 藁科・東村1995a 北埋調報93　pp.61-68 掲載文献

中野B 北海道函館市 早期 赤井川・豊泉・
白滝・十勝

赤井川・豊浦・
白滝・十勝 EDX 15 14 藁科・東村 藁科1993c 北埋調報84

pp.382-387 北埋調報97

中野B 北海道函館市 早期 赤井川・十勝・豊泉 赤井川・十勝・豊浦 EDX 30 30 藁科・東村 藁科・東村1996c 北埋調報97第4分冊
pp.280-287 掲載文献

中野B 北海道函館市 早期 赤井川・十勝 赤井川・十勝 EDX 7 7 藁科・東村 藁科・東村1996d 北埋調報108　pp.778-784 掲載文献
中野B 北海道函館市 早期 赤井川・豊泉・白滝 赤井川・豊浦・白滝 EDX 32 32 藁科・東村 藁科・東村1998 北埋調報120　pp.603-613 掲載文献
中野B 北海道函館市 早期 赤井川・豊泉 赤井川・豊浦 EDX 14 14 藁科・東村 藁科1999b 北埋調報130　pp.473-483 掲載文献
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